
2024 年度 カナダ・アルバータ大学短期留学 実施報告 

 

１. 実施内容 

科 目：海外短期留学Ⅱ（単位数４） 

留学先：アルバータ大学エクステンション学部（English Language School） 

参加者：８月チーム … 5 名 

    ９月チーム … 1 名 

     

チーム 学科名 参加人数 ４年 ３年 ２年 １年 

８月 
子ども教育学科 2   2  

理学療法学科 3   2 1 

９月 子ども教育学科 1 1    

計 6 名 1 名 ０名 ４名 １名 

 

事前学習 

  ８,９月チーム 

学習①：Jordan 先生「カナダの歴史、文化、生活」/English による講義、質疑応答、まとめ 

  学習②：事務局「安全な研修のために」/危機管理、必要な手続き、携帯品 、日本への入国 等 

  

 

２. カナダ海外短期留学報告会の開催 兼 2024 年３月研修の募集説明会 

 第１回 2023 年 10 月 22 日（火）12:40～13:10 関キャンパス     ふれあいコラボ 

                       各務原キャンパス K2207 

 

 第２回 2023 年 10 月 23 日（水）12:40～13:10 関キャンパス   L.E.A.P.Plaza 

各務原キャンパス  K2207 

 

 

３．参加者アンケート（参加者 6 名全員回答） 
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実施日程（スケジュール）

大学の補助額

費用（自己負担）

（人）Q1.参加を決める時の重要度

高 中 低



その他  学習環境、学習内容、事前の英語教育 

     英語力と気合、気候 

 

 

 

大変役に立った 

・事前に向こうの生活についてある程度知れたことで、ある程度イメージを持っていけたこと 

・個人的にも連絡ができたり詳しく相談することができてとても安心できた。 

・持ち物や準備しておくことなど。 

 

少しは役に立った 

・ふつう 

・ジョーダンの話はへーってなった 

・行く場所の目星を聞けたのはよかった 

 

 

 

 

33

Q2.中部学院大学の支援（事前学習や滞在中の連絡方法

など）についてどう思いますか

1.大変役に立った

2.少しは役に立った

3.あまり役に立たなかった

4.全く役に立たなかった
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1

1

Q3.英語学習のレベル

1.ちょうど良かった

2.高かった（サポートがあったので付いていけた）

3.高かった（付いていけなかった）

4.低かった



ちょうどよかった 

・ふつう 

・分からないところを質問したら丁寧に砕いた言葉にして説明してくださったから。 

・周りの子たちも同じレベルでクラス分けされてるから 

・レベルわけがされるので周りの学生も自分と同じぐらいの英語力でよかった。 

 

高かった（サポートがあったので付いていけた） 

・自分は向こうのクラスで 1 番レベルが低かったが、担任の先生がそれに対してサポートしてくれた 

 

高かった（付いていけなかった） 

・最初の 2 週間は先生の英語を聞き取れていなかったから 
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Q4.英語力の向上

1.大いに上がった

2.少しは上がった

3.あまり上がらなかった

4.全く上がらなかった
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Q5.Q4で「大いに上がった」「少しは上がった」を選んだ

人は、以下の英語力の中でどれが上がったと感じましたか

（複数回答可）



Q6.回答した力が上がった要因はなんですか 

・約 1 ヶ月の間英語漬けで、否が応でも英語を聞き取って会話しなければならなかったこと 

・ホームステイ 

・英語しか話さないかんきょうだったから 

・日常的に英語を聞いていて、聴く時間が増えたから 

・みんなの前で発表したり、頭の中で考えて言うことや瞬時に英語で話す機会が多かったからなれるこ

とができた。 

 

Q7.「特に」良かったこと、学べたこと 

・経験いろいろできた 

・オーロラを見れたこと 

・自分の英語でコミュニケーションをすることの大切さ。英語のみの環境の中で生活すること。 

・多国籍とか日本人の少なさなど文化の違いなどを実感した 

・日常的にどんな英語を使っているかといった、日本で学んだことと実際の海外での違いを感じること

ができた。 

・友達がたくさんできた、英語を話すことへの恐怖心がなくなった。 

 

Q8.ホストファミリーに入った時に注意しておくべきこと 

・カナダ人じゃない場合、英語があいまいなホストファミリーがいる 

・生活のルールはしっかり守ること 

・分からないことや知りたいことは何回も質問すること。コミュニケーションを頻繁にとること。 

・家庭のルールや洗濯の頻度 

・自分が無理をして体調を崩さないように必要な要望はしっかりと伝えれるようにする 

・その家ごとのルールを確認したり、言っていることがわからないときは素直にわからないということ。 

 

Q9.ホストファミリーと接する時にどのようなことを大切にしていましたか 

・適度に話す 

・正直であること 

・表情でも簡単な単語でも反応をすること、小さなことでも感謝を伝える 

・表情や手などを使ってはなした 

・自分の英語を使って話して、リアクションも入れながら接する 

・英語が聞き取れない時にもう一度聞くこと。 

 

Q10.次に参加する学生へのアドバイス 

・期待しない方がいい  

・飲食店で、レギュラーサイズを頼むととても大きいので、沢山食べれない人は注意した方がいい 



・英語力がぐんと高くなくても自分の英語力に自信がなくても現地に行くと意外となんとかなる。 

・楽しいから一ヶ月がんばって 

・留学する時に質問や自己主張ができないと苦労するので、ある程度スピーキング力をつけると役立つ 

・事前に準備したり、英語力を少しでもあげてから行くことでかなり効果があると思う。 

 

Q11.満足度（5 段階評価） 

評価 人数 

5 4 

4 1 

3 1 

2 0 

1 0 

 

Q13.満足度の理由 

【評価５】 

・英語力の面では自分の実力を知れ、向上することが出来たこと。フリータイムなどもあり、ある程

度自由な時間もあったから 

・新しい世界を知れたから。 

・初めての海外で、そこでしか体験できない貴重な経験や文化等を体感できたから 

・英語学習に対して前向きになれたし、もっと話せるようになりたいと思えた。 

  

【評価４】 

・新しい友達や、行かなきゃできなかったことがたくさんあるから 

 

【評価３】 

・ふつうだったから。 

 

Q14 .自由記述 ex)留学中の思い出、留学中にすべきこと 等 

・友達出来た 

・他の学校に通っている日本人の友達ができたこともとても良かった 

・放課後に色んなところに行くこと。そこで店員さんや街の人たちとたくさんコミュニケーションを

とること。 

・学校のグッズや学生証かって、近くのご飯屋さんにいく 

・休みはとにかく外に出る 

・ホストファミリーとの仲を深めたりたくさんお話すること。 


